
　
連
合
宮
崎
は
、
4
月
26
日（
土
）10

時
よ
り
、
大
淀
川
市
民
緑
地
公
園
に

お
い
て
第
96
回
連
合
宮
崎
中
央
メ
ー

デ
ー
を
開
催
し
、
7
0
0
名
が
結
集

し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
吉
岡
会
長
が
、

①
平
和
運
動（
戦
後
・
被
爆
80
年
）、②

2
0
2
5
春
季
生
活
闘
争
、③
第
27
回

参
議
院
議
員
選
挙
、④
労
働
組
合
の
存

在
意
義
、
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
宮
崎
県
、
宮
崎
市
、
立

憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
社
会
民

主
党
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
、
特

別
宣
言
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
、
宮
崎

中
央
地
域
協
議
会
藤
本
議
長
に
よ
る

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
第
27
回
参
議
院
選
挙
立
候
補

予
定
の「
山
内
か
な
こ
」よ
り
力
強
く

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
、
抽
選
会
終
了
後
、
第
85
回

メ
ー
デ
ー
以
来
11
年
ぶ
り
に
ア
ピ
ー

ル
デ
モ
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
要

求
実
現
に
向
け
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
力
強
く
あ
げ
ま
し
た
。
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。

　
そ
の
後
、
宮
崎
県
、
宮
崎
市
、
立

憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
社
会
民
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党
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だ
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を
そ
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ぞ
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採
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し
、
宮
崎

中
央
地
域
協
議
会
藤
本
議
長
に
よ
る

ガ
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バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
第
27
回
参
議
院
選
挙
立
候
補

予
定
の「
山
内
か
な
こ
」よ
り
力
強
く

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
、
抽
選
会
終
了
後
、
第
85
回

メ
ー
デ
ー
以
来
11
年
ぶ
り
に
ア
ピ
ー

ル
デ
モ
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
要

求
実
現
に
向
け
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
力
強
く
あ
げ
ま
し
た
。

主催者代表挨拶　吉岡会長

社会民主党
宮崎県連合

代表 松村 秀利 様

第27回参議院選挙
「山内かなこ」候補予定者

立憲民主党
宮崎県総支部連合会
代表 渡辺創 様

国民民主党
宮崎県総支部連合会
副代表 黒木 通哲 様

宮崎市市長
清山 知憲 様

宮崎県知事
河野俊嗣 様

ガンバロー三唱
中央地協　藤本議長

式
典
会
場

抽
選
会

ア
ピ
ー
ル
デ
モ

司会　白﨑事務局長

第96回
連
合
宮
崎
中
央
メ
ー
デ
ー

〜
次
代
に
つ
な
ぐ 

平
和
の
願
い
！

　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
支
え
合
う
安
心
社
会
と
確
か
な
未
来
を
！
〜

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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各地区メーデーの様子各地区メーデーの様子
西諸地区会議

西都地区会議

県北地域協議会

都北地域協議会

西臼杵地区会議

日向地域協議会

県南地区会議

2025年 4月25日
小林市文化会館
124名

日時
場所
参加人数

2025年 4月25日
ホテルプリムローズ西都
50名

日時
場所
参加人数

2025年 4月26日
野口遵記念館
380名

日時
場所
参加人数

2025年 4月27日
沖水川市民緑地公園
420名

日時
場所
参加人数

2025年 4月28日
高千穂町自然休養村管理センター
114名

日時
場所
参加人数

2025年 5月1日
日向市駅前交流広場
242名

日時
場所
参加人数

2025年 5月1日
日南市文化センター
289名

日時
場所
参加人数

2025年 5月2日
都農町民体育館
166名

日時
場所
参加人数

東児湯地区会議
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九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された
勤労者のための福祉金融機関です。

●ローンセンター宮崎  （0985）26-9207　 ●延岡支店【融資部門】  （0982）35-6657　 ●日南支店  （0987）23-3191
●宮崎県庁支店　　（0985）29-4141　 ●都城支店【融資部門】  （0986）23-2257　 ●小林支店  （0984）23-1000
●高鍋支店　　　　（0983）23-0740　 ●日向支店　　　　　  （0982）52-6131　 ●西都支店  （0983）43-1212
●高千穂支店　　　（0982）72-6111　 ●宮崎市役所出張所　  （0985）26-3906

◆ くわしくは宮崎県内各営業店へお問い合わせください。

（受付時間/平日 9：00～17：00）

0120-796-210
【お問い合わせ先】九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル

検索九州ろうきんhttps://kyusyu-rokin.com/
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みやざき福祉学園・みやざき福祉園
南ヶ丘幼稚園・桜ヶ丘幼稚園・あおぞら幼稚園・あおぞら保育園

幼 児 期 は 人 と し て の 基 礎 づ く り

社会福祉法人みやざき福祉園　あおぞら保育園

学校法人みやざき福祉学園　あおぞら幼稚園

学校法人みやざき福祉学園　桜ヶ丘幼稚園

学校法人みやざき福祉学園　南ヶ丘幼稚園
卒園

卒園

卒園

卒園 進級

入園

入園

入園

第５７回卒園式

第５4回卒園式

第４７回卒園式

令和７年度 進級式

第５１回卒園式

第５２回入園式

第５5回入園式

第５８回入園式

２７名の子どもたちが卒園しました。
小学校でも幼稚園で過ごしたことを基に楽しみながらながら
成長してくれることと思います。

２5名の子どもたちが卒園しました。これからも元気に
育ってほしいです。

４９名の子どもたちが卒園しました。凛々しい表情に成長を感じ
ました。

夢と希望を胸
に１４名の子
ども達が卒園
しました。

一人ひとり名前を
呼ばれ、元気よく
返事をしました。

年少児４２名の入園式。　パネルシアターで楽しくお
返事できました。

先輩の園児たちが歓迎の言葉を述べました。

年中、年長さ
んからプレゼン
トをもらってに
こにこ。

２０２５年度がスタートしました！
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夫
と
妻
ど
ち
ら
が
先
に
亡
く
な
る
か

で
、
残
さ
れ
た
者
の
生
活
設
計
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。Ａ
さ
ん
夫
婦
は
、
と
も

に
会
社
員
で
同
い
年
の
共
働
き
で
す
。

高
校
生
の
子
が
い
ま
す
。
５
年
前
に
頭

金
を
妻
が
出
し
、Ａ
さ
ん
が
３
千
万
円
の

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
ま
し
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
、Ａ
さ
ん
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な

話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
も
し
妻
に

先
立
た
れ
て
、
一
人
に
な
っ
た
ら
こ
れ

は
大
変
だ
と
思
い
始
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
場
合
は
、Ａ
さ
ん
が
死

亡
す
る
と
妻
は
返
済
の
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。Ａ
さ
ん
が
ロ
ー
ン
を
組
む
と
き

に
「
団
体
信
用
生
命
保
険
」
に
加
入
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
逆
に
、
妻
が
先
に

死
亡
す
る
と
住
宅
ロ
ー
ン
は
そ
の
ま
ま

Ａ
さ
ん
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

遺
族
年
金
の
場
合
は
、
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
が
あ
り
ま

す
。
夫
が
死
亡
す
る
と
、
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
妻
は
年
齢
に
関
係
な
く
、

夫
死
亡
の
翌
月
よ
り
国
民
年
金
か
ら
「
遺

族
基
礎
年
金
」、
厚
生
年
金
か
ら
「
遺
族

厚
生
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

遺
族
厚
生
年
金
は
死
亡
す
る
か
再
婚

（
事
実
婚
を
含
む
）
す
る
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
遺
族
基
礎
年
金
は
末
子
が
高

校
を
卒
業
す
る
と
終
わ
り
ま
す
。
代
わ

り
に
厚
生
年
金
制
度
か
ら
「
中
高
齢
寡

婦
加
算
」
と
し
て
、
年
額
約
60
万
円
が

65
歳
に
な
る
ま
で
遺
族
厚
生
年
金
に
加

算
さ
れ
ま
す
。　

　

逆
に
妻
が
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
国

民
年
金
か
ら
の
遺
族
基
礎
年
金
は
、
夫

に
も
末
子
が
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
支

給
さ
れ
、
卒
業
と
同
時
に
同
じ
よ
う
に

終
了
し
ま
す
が
、
厚
生
年
金
の
「
遺
族

厚
生
年
金
」
は
、
妻
の
場
合
と
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
妻
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
夫
は
55
歳
以
上
で
な
い
と
厚

生
年
金
制
度
で
は
遺
族
に
な
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
55
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
し
て
も

60
歳
ま
で
は
遺
族
厚
生
年
金
は
支
給
停

止
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
『
寡
夫
』

で
あ
る
こ
と
か
ら
中
高
齢
寡
婦
加
算
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
さ
ん
は
65
歳
か
ら
自
分
の
老
齢
厚

生
年
金
を
も
ら
え
ま
す
が
、
遺
族
厚
生

年
金
と
両
方
一
緒
に
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

自
身
の
老
齢
厚
生
年
金
の
方
が
高
い
の

で
、
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
は
支
給
が
全

額
停
止
さ
れ
ま
す
。
結
局
、
遺
族
厚
生

年
金
は
５
年
間
し
か
も
ら
え
ず
、
寡
婦

加
算
も
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
ず
っ
と
共
働
き
が
続
く

も
の
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
妻
が
死
亡
し

た
場
合
の
こ
と
を
知
っ
て
、
男
性
こ
そ

対
策
が
必
要
だ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

【お問い合わせ先】こくみん共済 coop 宮崎推進本部（宮崎県共済生活協同組合）
■宮崎支所　〒880-0806　宮崎市広島1-11-17　　　　　　　　　　  　 電話番号：0985-24-6262
■延岡支所　〒882-0866　延岡市平原町5-1497-3　　　　　　　　　　 電話番号：0982-32-4599
■都城支所　〒885-0024　都城市北原町4街区4号 都北労働福祉会館1F　電話番号：0986-46-5087 公式キャラクターピットくん・ピットくんファミリー

4524B004
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¥39,000

¥19,000

¥9,000
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　中央会は、1963年(昭和38年)7月に設立し、その後、
2013年（平成25年）4月から一般社団法人として、介護
職員初任者研修、機関紙広報活動、講演会活動、こども
未来奨学金支援事業、そして県内3ヶ所でライフサポー
ト事業の5つの公益事業を展開しています。ライフサ
ポートセンターは、2010年11月に宮崎市、2013年11
月に都城市、2014年7月に延岡市に設立し、行政や社
協、労働団体、労働者福祉事業団体と連携し、月～金の
10:00～16:00、電話によるあらゆる相談を無料で受
け付けております。

　また、ライフサポートセンターにおいては、常駐相談員
がお応えするほか、相談内容を踏まえて、弁護士・司法書
士・ファイナンシャルプランナーなどへのご紹介もさせ
ていただいております。
　特に、コロナ禍により明らかとなった従前からの格差
問題がより深刻となり、子どもの貧困や若者の雇用など、
社会の持続可能性に大きな影を落としています。こうし
た生きづらい社会の中で、関係団体とも連携しながら、
人々の暮らしに直結する様々な相談に丁寧に対応し、解
決の糸口を見出す事業を展開しております。

ライフサポートセンターからのお知らせ

ライフサポートセンターとは？ 暮らしにかかわる総合相談所です。相談員が常駐してご相談をお受けします。
内容により専門家にお取引ぎするなど対応いたします。お困りごとなどまずはお電話を。

〈私たちが応援しています!〉
連合宮崎・九州労働金庫宮崎県本部・こくみん共済 coop宮崎推進本部・全労済在宅介護サービスセンターみやざき

みやざき福祉園・みやざき福祉学園・宮崎県勤労者旅行会・宮崎霊園事業団

月～金曜　午前10時～午後4時
 （土・日・祝および年末年始を除く）

相談時間

専門家との相談

ホームページ

当センター内での専門相談は無料ですが
予約が必要です。
詳細は各センターにご相談ください。

http://www.miya-chuo.or.jp

ライフサポートセンター
都　城

☎0120-397-868

宮崎県都城市北原町4街区4号
都北労働福祉会館 2階

ライフサポートセンター
宮　崎

☎0120-397-864

宮崎県宮崎市広島1丁目11-8
労働福祉会館 別館2階

ライフサポートセンター
延　岡

☎0120-397-869

宮崎県延岡市東本小路132-23
県北労働福祉会館 1階

都城駅

都城総合
文化ホール セブンイレブン

ファミリー
マート

延岡市役所

城山公園セブン
イレブン

ろうきん

全
労
済

税
務
署

宮
崎
駅

相談実績
■ ライフサポートセンター開設時からの相談件数推移

■ 2024年度の受付状況

2025年3月末現在

192件
426件
662件
592件

2,154件
2,545件
2,569件
2,431件
2,685件
3,137件
4,112件
2,994件
2,356件
2,575件
2,015件
31,445件

192件
618件

1,280件
1,872件
4,026件
6,571件
9,140件
11,571件
14,256件
17,393件
21,505件
24,499件
26,855件
29,430件
31,445件

55件
354件
483件
558件
538件
623件
878件

1,562件
1,041件
735件
689件
654件

8,170件

2010年度
2011年度
2012年度
2013年度
2014年度
2015年度
2016年度
2017年度
2018年度
2019年度
2020年度
2021年度
2022年度
2023年度
2024年度

年　度

累　計

宮崎
2010/11/12開設

192件
426件
662件
537件

1,396件
1,532件
1,474件
1,374件
1,590件
1,604件
1,734件
1,179件
946件

1,184件
763件

16,593件

404件
530件
537件
519件
472件
655件
816件
774件
675件
702件
598件

6,682件

都城
2013/11/12開設

延岡
単年度合計 累計

2014/7/25開設

金融
法律
子育て
介護
生涯保障
年金・福祉
奨学金
家計
労働
就労前段支援
職場・学校・家庭での悩み
心の健康
その他

傾聴
紹介
専門相談

相
談
内
容

相
談
結
果

宮崎
29
419
0
5
0
16
0
36
32
2
1

223
0

763
571
31
161
763

都城
62
457
0
4
0
12
0
2
6
0
10
87
14
654
475
34
145
654

延岡
56
426
0
0
0
20
0
10
32
0
1
53
0

598
391
11
196
598

計
147

1,302
0
9
0
48
0
48
70
2
12
363
14

2,015
1,437
76
502

2,015

宮崎
3.8%
54.9%
0.0%
0.7%
0.0%
2.1%
0.0%
4.7%
4.2%
0.3%
0.1%
29.2%
0.0%

100.0%
74.8%
4.1%
21.1%
100.0%

都城
9.5%
69.9%
0.0%
0.6%
0.0%
1.8%
0.0%
0.3%
0.9%
0.0%
1.5%
13.3%
2.1%

100.0%
72.6%
5.2%
22.2%
100.0%

延岡
9.4%
71.2%
0.0%
0.0%
0.0%
3.3%
0.0%
1.7%
5.4%
0.0%
0.2%
8.9%
0.0%

100.0%
65.4%
1.8%
32.8%
100.0%

計
7.3%
64.6%
0.0%
0.4%
0.0%
2.4%
0.0%
2.4%
3.5%
0.1%
0.6%
18.0%
0.7%

100.0%
71.3%
3.8%
24.9%
100.0%

合　計

合　計
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

■
ろ
う
き
ん
と
私

　「
え
っ
…
な
ん
で
右
手
を
突
き
上
げ

る
？
」…
、私
が
ろ
う
き
ん
に
入
庫
し
て
、

最
初
に
組
合
活
動
に
参
加
し
た
と
き
の
感

想
で
す
。

　
わ
た
し
と
ろ
う
き
ん
の
出
会
い
は

2
0
0
1
年
で
す
。
私
、
無
知
な
の
も
の

で
一
般
的
な
金
融
機
関
の
つ
も
り
で
入
庫

し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
拡
が
る
世
界

は
特
別
な
も
の
で
し
た
。

　
私
は
学
生
時
代
か
ら
ふ
と
気
づ
く
と
、

ラ
グ
ビ
ー
を
Ｔ
Ｖ
で
観
戦
す
る
こ
と
を
好

み（
特
に
大
学
ラ
グ
ビ
ー
：
明
治
大
学
の

フ
ァ
ン
）、
い
つ
し
か
自
分
自
身
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
高
校
か
ら
大
学
ま
で
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
ま
し
た（
大
学
時
代
は

遊
び
で
す
）。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
興
味
を

も
っ
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
誰

か
し
ら
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ひ

と
つ
の
ボ
ー
ル
を
15
名
全
員
で
追
い
か
け

る
、
ト
ラ
イ
を
め
ざ
し
協
力
し
て
一
つ
の

ボ
ー
ル
に
思
い
を
込
め
て
つ
な
ぐ
、
こ
の

『
チ
ー
ム
プ
レ
ー
』の
大
事
さ
を
実
感
し

た
こ
と
、
ま
た
、
ト
ラ
イ
を
め
ざ
す
た
め

に
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
仲
間

の
た
め
に
奮
起
し
果
敢
に『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

す
る
と
い
っ
た
姿
に
高
揚
し
心
躍
っ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
分
が
ろ
う
き
ん
で
働
く

機
会
に
巡
り
会
え
、
諸
先
輩
方
か
ら
は
組

合
活
動
た
る
も
の「
行
け
ば
何
と
か
な

る
」、「
ろ
う
き
ん
は
業
務
も
組
合
活
動
も

両
輪
ぞ
」と
言
い
聞
か
さ
れ
る
う
ち
に
、

実
体
験
を
通
じ
て
大
切
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ろ
う
き
ん
の
理
念
の
な
か
に「
人
々
が

喜
び
を
も
っ
て
共
生
で
き
る
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
」と

あ
り
ま
す
。
勤
務
年
数
を
重
ね
る
た
び

に
、
私
自
身
が
な
ん
と
な
く
学
生
時
代
か

ら
感
じ
て
い
た
マ
イ
ン
ド
を
呼
び
起
こ
す

も
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
仲
間
で
す
。

今
日
、
厳
し
い
生
活
が
続
く
か
ら
こ
そ
、

更
な
る
連
帯
を
強
化
し
会
員
組
織
や
構
成

員
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
働
く
人
々
と
ろ

う
き
ん
が
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

し
あ
わ
せ
創
造
運
動
を
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
今
で
も
わ
た
し
の
頭
の
な
か

は
空
っ
ぽ
で
す
が
、
そ
れ
で
も「
大
き
く

高
く
右
手
を
突
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

九州労働金庫宮崎県本部 課長

伊東  真也さん

　仕事と生活の調和に向けた職場環境づくりを積極的に行っている企業や事業所のうち、
特に優れた取組成果が認められる企業等を知事が認証する制度です。
　令和７年４月末現在、累計８２の企業・事業所が認証されています。
　申請は随時受け付けています。働きやすい職場「ひなたの極」認証を目指してみませんか？

・就職面談会、企業ガイダンスへの優先参加、企業ガイドブックへの優先掲載
・清掃・警備保障業務の競争入札参加資格者名簿登録の審査における加点
・物品等の競争入札参加資格者名簿登録における印刷業の審査加点
・宮崎県中小企業融資制度での優遇措置
・みやざき犬の優先的派遣　・商談会等の情報提供

・  宮崎県育休復帰時奨励金

働きやすい職場 認証制度のご案内「ひなたの極」
きわみ

【お問合せ先】
宮崎県雇用労働政策課労政福祉担当　TEL:0985-26-7106 宮崎県　ひなたの極

認証までの流れ 申請書の提出 審 査 認 証

優遇措置

　仕事と育児を両立しやすい職場環境整備の促進を図るため、従業員の育休からの職場
復帰に際し、国の「両立支援等助成金（育児休業等支援コース）」における「職場復帰時」の
助成金支給を受けた認証企業に対して、県が奨励金を支給します。
奨励金支給額  15万円  ※第２子以降の出産に伴う育児休業の場合は５万円加算

●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
府
町
３
番
９
号
　
労
働
福
祉
会
館
４
階
　
TE
L2
4
-5
5
5
0
　
●
発
行
人
 中
原
広
幸
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